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令和６年 12 月 19 日 

      No.16 

（文章の一部は、編集しています） 

 授業で印象に残っているのは「障がいは少しの工

夫やチャレンジで減らせる」という言葉。私たちはこれ

から進路など、自分で選択しなければならないことが

出てくる。そのたびに壁にぶつかって諦めてしまいそ

うになるかもしれないので、その時にチャレンジするこ

とをやめないようにしたい。 

 ドッチボールのルールを考える時には、全員が楽し

めるようなルールを考えてみると、今までの視点とは

違った新しい考えが生まれてきました。 私は色々な

人と関わりたいと思っているので、色々な考え方を学

んだり、たくさんの人の考え方を交流できたりして、素

晴らしい経験になった。ありがとうございました。 

 次のパラリンピック出場を目指し、自分の好きなこと

を突き詰めてください。応援しています。    （３年） 

 ドッチボールのルールを考えたり、体験もあったりして

すごく楽しかった。 

 車いすだと自分でできることは少ないと思っていたけ

どそんなことはなくて、できることもたくさんあると分か

った。また、色々なことにチャレンジしている西崎さんを

本当にすごいと思い、挑戦しようと思うことが少ない私

も、今回をきっかけに色々なことにチャレンジしようと強

く思った。                             （２年） 

 今までドッチボールのルールを気にしたことがなかっ

たけど、「みんなが楽しめるルールとは何か」と考えて

みて、結構難しかった。 

 西崎さんが「障がいは少しの工夫やチャレンジで減ら

せる」という言葉を聞いて、障がいのない自分も壁にぶ

ち当たる時はくると思うから、その時は自分も色々工夫

したりチャレンジしたりして、西崎さんのように乗り越え

ていきたい。                       （１年） 

 障がいは工夫やチャレンジで減らせるということが印

象に残った。諦めずにやり続けることで、目標や夢にた

どり着けるのだと実感した。車いす生活になっても諦

めずにリハビリを続けてスポーツをした西崎さんがと

てもすごいなと思った。また、車いすでも階段の上り下

りや車の運転などもできるのは、西崎さんの前向きな

気持ちがあるからだと思った。私も西崎さんのように

諦めずにやり続けて、目標や夢にたどり着きたい。    

                             （２年） 

 障がいの有無に関わらずみんなが楽しむためには、工

夫が必要だと感じた。楽しいことをするときは自分たち

中心になってしまっているので、誰もが楽しむためのル

ールや方法を幅広く考えたい。             （１年）  

 私はてっちゃんの授業を受けて考えが深まった。私はチ

ャレンジすることが苦手で、できないものは「できないで

いい」と思っていた。でも、てっちゃんは今までたくさんの

チャレンジをしてきて、目標を達成していてとてもすごい

なと思った。だから私も、少しでもいいから「やってみよ

う」と思った。これから頑張っていこうと思う。  （３年）                             

 もともと車いすは階段の上り下りはできないと思っ

ていたけれど、段差がゆるやかだったり、手すりがあ

ったりすると上り下りができると知った。そういった階

段もバリアフリーになるのかな？と思い、バリアフリー

のものが増えたらいいなと思った。 

車のアクセル・ブレーキも足が不自由な人が手で

操作できるものがあると初めて知った。そういったも

のが他にあるのか、それはどのようなものなのか調べ

てみたいなと思った。 

障がいは少しの工夫やチャレンジで減らせると聞

いて、障がいの有無ではなく全てのことに言える大切

なことだと思った。 

また、今回のドッチボールのルール作りでは、全員

がどうすれば楽しめるのかを考えることも楽しかった

し、ルールを工夫するだけで得意な人も苦手な人も

楽しめるから、その言葉通りだなと思った。  （１年） 

 まず素直に、パラリンピックや世界選手権に出られて

いてすごいなと思った。 

 てっちゃんは人生で色々なことがあって、それでも陸

上やパワーリフティングに挑戦されていて、私はやりた

いと思うことがあっても勇気が出なかったり、周りの目

を気にしたりしてやらないことがある。でも、てっちゃん

の話を聞いてこれからもっと色々なことに挑戦していき

たいと思った。できるかどうかで迷わずにまずはやって

みて、どうやったらできるかを考えるようにしたい。 

 ロサンゼルスパラリンピック目指して頑張ってくださ

い！応援しています！                    （３年） 

 車いすでもたくさんのことにチャレンジし、目標に向

かって努力し続ける姿が素敵だと思った。 私は何か

に向かって継続するということが得意ではないから尊

敬するし、西崎さんのようになりたいと思った。 

 みんなが平等に楽しめるドッチボールのルールを考

えることはとても難しかった。でも、こういうルールを考

えることはとても大切なことだと感じた。 

 少しの工夫で…という言葉を聞いて、確かに少しの

工夫で色々なことへの可能性が広がると感じたか

ら、自分たちで考え、工夫をして生きていきたい。 

（２年） 

素敵な感想が載せきれないほ

どたくさんありました。「人権の

つどい」で感じたり考えたりし

たことを実生活の中で行動へう

つしてみましょう！ 
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